**********************************************************************************

東京クモゼミ報告　第238号　　加藤家　　2015年7月4日

**********************************************************************************

参加者　安藤昭久・加藤輝代子・加藤むつみ・輿石紗葉子・新海明・谷川明男・長野宏樹・渡部章ほか

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田欠席のため記録はありませんが、渡部さんより「谷川さんは分類、新海さんは網の張り方，安藤さんは地質の層の話をされました」という連絡をいただきました。加藤輝代子さんからは「クモゼミには（池田さんから）話題を提供いただきありがとうございました。新海さんが来ていたので、造網過程の話が弾みました。八幡さんのご本、クモゼミで披露しました。」との連絡を受けています。

　新海明さんの報告，池田の話題，八幡さんの本はファイルがありますので以下に簡略版（池田による）を添付します。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

新海明，2015．橋糸はワク糸にならない。新海報告。「クモ基本60」6頁の図に橋糸と書かれている。吉倉眞「クモの生物学」358頁，「クモの巣と網の不思議」24頁，小野「クモ学」も「橋糸」とあった。

さらに調べると、細野「クモの習性」75頁「Ａは外枠。ゴミグモの場合は、この糸はいったん張り渡すと、めったにこわさない。そして時々ここを見回って補強するから、糸も太く強いものになる。この糸を橋糸と呼ぶ人もある。私も使うけど、それは造網初期に限ることにして、いったん網が出来てしまい、その後も半永久的に利用されるばあいは外枠と呼ぶことにしている」と記述。「そうそう、その通りだ」というのが、私の感想であった。円網の上部を構成する糸を「ワク糸」と記述していたのは「クモの生活」（常木1967）や「Biology of Spiders」（Foelix1982）などで，二著共に円網上部の糸の説明はなく、円網外周の糸として「ワク糸」と記載してあっただけである。

「クモの巣図鑑」106頁の図を見ると「橋糸」は造網途中で「ワク糸」にきちんと変換されていた。

円網の造網初期の過程はかなり複雑だ。橋糸は円網を作成するときに、もっとも最初に樹間などに張り渡される糸である（「クモの巣図鑑」106頁の図①②）。その後すぐの段階で「Ｙ］字型の基本構造となるさいに、縦糸として吸収される糸なのだ（同じく図③）。そして、そこに新たに「外枠」となる糸と１本の縦糸がセットになって（Ｔ構造）、円網上部の「いわゆる橋糸」正確には「外枠」が作成されるのである（同じく図④）。図鑑などの解説なら単に「ワク糸」で良いと思っている。
［コメント］『クモ基本60』『クモの巣と網の不思議』はSavoryの「The Spider’s Web」である（池田）

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

池田博明，2015．アシナガグモの足場糸に関する追加の観察（速報）。谷川報告。
　7月1日・2日の夕方19時前後に中井町厳島湿性公園で調査をおこない、アシナガグモの足場糸を5例、観察することが出来ました。まだ十分とは云えませんが、この段階で気づいたことを箇条書きでお知らせ致します。
（１）足場糸を観察したクモは体長が約8mmの幼体。垂直円網が一例、ほか四例は斜め円網。

（２）網のタテ糸は12～14本。

（３）足場糸はそれぞれ、一周と二区画、二周弱（二周に一区画不足）、二周と三区画、二周半、三周弱（三週に二区画不足）

（４）足場糸の開始点は網の上方かやや上方、終点は上方もあれば下方もある。網の下半分のほうが足場糸間のスペースが広い（これは足場糸が上方から始まるらせん状だから当然の傾向である）。

（５）足場糸の造網動作はオニグモとは異なり、頭の向きを外側にいちいち反転してタテ糸を外側に向き、やや離れた箇所に付着してから内側に向き直り中心方向へ戻って隣接するタテ糸に移る（ヨコ糸を張るときの動作と同様である）。したがって網の下側ではこしきからかなり離れた位置に足場糸が来ることがある（重力の影響でクモの位置が下がるため）。

（６）足場糸の終点からタテ糸を伝って外側の枠糸まで向かい、そこから横糸を張り始める。したがって、横糸張りは必ず足場糸と逆回りに始まる。

（７）横糸間のスペースは下半分のほうがやや広い。同じくらいの体長7mmのオニグモ幼体（同じサイズの網の別のオニグモの足場糸は四周）の横糸数は25-26本、スペースは3.2～3.6mm。体長3mmのズグロオニグモ幼体（足場糸六周）の外側の横糸スペースの平均は3.44mm。これと比較するとアシナガグモの横糸スペースは3.00～3.57mmでさほど変わらない。

（８）同じくらいのサイズのクモの足場糸がほぼ一周（小さい垂直円網）から三周（大きい斜め60°で垂直に近い円網）まで変異があった。

＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋＋

八幡明彦，2015．『蜘瀧仙人　僕が歌津にいた理由』紹介。加藤輝報告。八幡さんがボランティアとして歌津に入った頃のことから亡くなるまでのドキュメント。フェイス・ブックやブログ，新聞の記録などをボランティアがまとめた本。復興支援基金として2000円で有償配布される。
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